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あじさいあじさいへ

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
団
体
を

名
乗
る
男
性
か
ら「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
入
場
券
を
3
0
0
万
円

申
し
込
み
ま
し
た
ね
」と
電
話
が

あ
っ
た
。「
頼
ん
で
い
な
い
」と
答

え
る
と「
同
様
の
被
害
に
遭
っ
た

人
が
他
に
も
い
る
。調
査
す
る
つ

も
り
だ
が
ど
う
す
る
か
」と
聞
か

れ「
お
願
い
し
ま
す
」と
個
人
情
報

を
伝
え
て
し
ま
っ
た
。そ
の
後
も

「
銀
行
の
犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
リ
ス

ト
に
名
前
が
載
っ
て
い
る
」「
警
察

に
は
相
談
し
な
い
よ
う
に
」な
ど

と
何
度
も
電
話
が
あ
り
、弁
護
士

と
い
う
人
物
か
ら
は「
口
座
を
差

し
押
さ
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
手

を
打
た
な
い
と
大
変
だ
。銀
行
名

を
教
え
な
さ
い
」と
言
わ
れ
、銀
行

名
を
伝
え
て
し
ま
っ
た
。

　（70
代
女
性
）

●2020年に開催される「東京オリンピック・パラリンピック」に関連し、オリンピック関連の
団体名をかたる事業者からの詐欺的な電話に関する相談が寄せられています。今後も同様
の勧誘が増える可能性があり、十分注意が必要です。

●話を聞いてしまうと、個人情報を聞き出されたり、金銭を要求されたりする場合もあります。
不審な電話はすぐに切り、絶対に応じないようにしましょう。

●少しでもおかしいと思ったら、早めに市民生活課 生活環境係または消費者ホットライン等に
相談ください。

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
便
乗
し
た

詐
欺
的
な
電
話
に
注
意

Check!

出典：独立行政法人国民生活センター

み
ん
な
で
目
指
そ
う
自
ら
考
え
行
動
す
る
消
費
者
！

エシカル消費とは直訳すると倫理的消費と言い「地域の活性化や雇用なども含む、人や社会、
環境に配慮した消費行動」（消費者基本計画）と定義されています。

広げようエシカル消費の輪

問い合わせ 市民生活課 生活環境係　☎75−6117　消費者ホットライン　☎188

問い合わせ 児童館　☎75−6621　／　子育て支援センター「でんでんむし」　☎37−1117
利用者支援事業「パラソル」　☎75−5120　／　ファミリー・サポート・センター「にじいろ」　☎75−5111

多久の子育てを応援する「児童センター」

あじさいのイベント情報♪

４月

にこにこサロン（毎週火曜）

２ 日 読み聞かせ

９日 ママのためのヨガ

1６日 お誕生会

２３日 こいのぼり作り

すこやかタイム（毎週土曜）

６ 日 スライム作り

1３日 おりがみ遊び

２0日 メルヘンタイム

２７日 こいのぼり作り

でんでんむし

４ 日㈭ ママカフェ

１６日㈫ 食育相談会
お誕生会

あじさい
ホームページ

親子で楽しめる施設“あじさい”

“あじさい”で行っていること
児 童 館

　遊びを通して子どもたちの成長
をお手伝いします。
　児童センターの窓口ですので、
なんでもお気軽に問い合せくださ
い。

ファミリー・サポート・センター
　子育てを援助してほしい人と
援助したい人が会員登録し、送
迎など子育てを一時的に助け合
う有償ボランティア事業を行
なっています。

利用者支援事業
　教育・保育・保健などの子育
てに関する相談を受け付けてい
ます。相談内容に応じて、情報
提供などを行います。

発達障害児等
療育訓練事業

　就学前の発達障害児等を対象
に専門スタッフが療育訓練を
行っています。

子育て支援センター
　育児に関する不安などの相談
受付・助言、子育て世帯の交流
の場提供、子育てに関する講習
などを行います。

佐賀県西部発達障害者
支援センター

　発達障害者やその家族の相談
を受け、必要な情報提供を行い
ます。（予約制）

☎37－1251

　児童センター“あじさい”では、乳幼児から
高校生までの子どもたちに遊びの場を提供し
ています。また、子育てを頑張るパパやママ
の不安や不満の声を聞き、相談を受けたり必
要な情報を提供したりする支援を行ったりし
ています。

　外に出て普段とは違う環境で過ごしたり、
児童センターのスタッフと話すことで、気分
が変わったり問題解決のヒントが見つかった
りするかもしれません。週に数回、サロンな
どのイベントも行っていますので、ぜひ一度、
気軽に遊びに来てみてください。

問い合わせ 健康増進課 健康増進係　☎75ー3355

問い合わせ 市民生活課 保険年金係　☎75ー2159

国 保
SAGA

国保
通 信

自分の健診結果から生活を見直し健康を守りましょう

１年間にかかる医療費 重症化したり、合併症を起こすと…

細
小
血
管
合
併
症

動
脈
硬
化
性
疾
患

腎　症

網膜症

神経障害

一人ひとりの心がけでできる医療費の節約
　生活習慣病は自覚症状がほとんどなく、そのままにしておくと重症化や合併症がおこることがあり
ます。平成29年度の多久市国保加入者１人あたりの医療費は、県内２位と高く、医療費を適正化す
ることは大きな課題です。
　健康に過ごすために生活習慣を見直し、処方された薬は正しく服用して生活習慣病の悪化や合併
症を予防しましょう。みなさん一人ひとりの健康が、医療費の節約にもつながります。

糖尿病

19万円 内服治療

500万円／年人工透析

  80万円／回白内障・網膜症

520万円／回バイパス術
480万円／回弁置換術
480万円／回ペースメーカー

170万円／回脳梗塞
330万円／回脳出血

120万円　　下肢切断

10か月で620万円
術後のリハビリを含めると

41万円 インスリン注射

12万円 高血圧

10万円 脂質異常症

心筋梗塞
・狭心症

脳血管疾患
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